
（参考） 東京都文化財保護審議会の審議日程

（1）総 会(諮問) 令和３年12月22日（水）

（2）第１部会(有形文化財) 令和４年１月24日（月）

（3）第２部会(無形文化財・民俗文化財) 令和４年１月12日（水）

(4) 第３部会(史跡・名勝・天然記念物) 令和４年１月19日（火）

(5) 総 会(答申) 令和４年２月16日（水）

第１４号議案資料

令和３年度

東京都指定文化財の指定について

令和４年３月１０日
地 域 教 育 支 援 部

令和４年２月１６日

東京都文化財保護審議会（会長 後藤治）答申
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１．東京都指定有形文化財（建造物）

自由学園
２．東京都指定有形文化財（絵画）

絹本着色宝塔絵曼荼羅
３．東京都指定無形民俗文化財（風俗慣習）

じんがんなわ
４．東京都指定天然記念物（植物）

梅岩寺のカヤ
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新たに指定するもの（4件）



女子部

初等部

男子部

最 高 学
部

幼児生活団

１ 自由学園 ７棟

女子部講堂 １棟
女子部食堂 １棟
女子部教室 ４棟
女子部体操館 １棟
土地付（中庭、大芝生、
大谷石製擁壁含む）
附 廻廊（東・西、便所含む）

池（講堂前、教室前（東・西）、体操館前（東・西））

新指定

ひばりヶ丘駅

自由学園

【種 別】 有形文化財（建造物）

【所有者】 学校法人自由学園、東久留米市

【所在地】 東久留米市学園町一丁目８番15号の一部 自由学園内
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自由学園女子部



指定理由
 本件は、講堂・食堂・教室・体操館から成る校舎を廻廊及び中庭・池な
どとともに一体的に配置して高い機能性と利便性を実現したもので、
かつ、緩やかに高さが変化する地形を巧みに利用して周辺環境と調
和を図った配置計画となっており意匠的に優秀である。

女子部全景
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写真提供：学校法人自由学園



女子部食堂

女子部講堂
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指定理由
 遠藤新が、世界的に著名な建築家フ
ランク・ロイド・ライトの設計思想「プ
レーリーハウス」を継承しつつも、独自
の建築理論により、学園の教育を実
現する環境として設計した建築であり、
氏の代表作の一つである。

 都内において昭和初期に遡る大規模
かつ複数棟から成る学校建築として、
竣工からほぼ形を変えずに今なお同
校の校舎として使い続けられているこ
とも貴重である。

女子部体操館



２ 絹本着色宝塔絵曼荼羅
１幅
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新指定

【種 別】 東京都指定有形文化財（絵画）

【所有者】 宗教法人天妙国寺

【所在地】 品川区大井六丁目11番１号
品川区立品川歴史館（寄託先）

【形 態】 掛幅装

【法 量】 縦104.4センチメートル
横52.1センチメートル



毘沙門天像 7

 毘沙門天像に見られる
流暢な描線と彩色に鎌
倉時代的な特徴がある。

 3代将軍徳川家光が、元
和6年（1620）に本作品を
鑑賞した記録が残ってい
る。

【制作年代】
南北朝時代前半
（14世紀半ば）
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指定理由

本件は、上質な画材と確
かな画技による優品であ
り、南北朝期まで制作時
期の遡る仏画が乏しい関
東では、希少な作品であ
る。

日蓮宗独特の中世仏画
である点で貴重であり、
意義深い。

宝塔内部



３ じんがんなわ

【種 別】
東京都指定無形民俗文化財
（風俗慣習）

【伝承地】
足立区西保木間二丁目地区

【保存団体】
じんがんなわ保存会
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新指定



大門ズシ（現在の西保木間二丁目）
と呼ばれる古くからの集落に受け継
がれる。

地域の無病息災を祈る厄除けの行
事である。

藁束で６メートルほどの大蛇を作り、
大乗院に奉納し、干葉粥を食べる。

毎年、成人の日に行われている。

10
干葉粥胴体 頭



イチョウの木に掲げられた藁蛇

指定理由

 本件は、かつての江戸近
郊農村に伝承してきた希
少な厄除けの行事である。

 高度経済成長期以前の
人々の生活に欠かせな
かった稲藁を利用して、古
くからの伝承による災厄除
けの行事を守り伝えており、

都民の生活文化の特色を
示す風俗慣習として貴重
である。
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４ 梅岩寺のカヤ

【種 別】
東京都指定天然記念物（植物）

【所在地】
東村山市久米川町五丁目24番地６
梅岩寺

【指定内容】
カヤ 1本
樹高約25メートル、
幹周5.57メートル、
根元周囲11.7メートル、
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新指定



13

西武新宿線
至 西武新宿

西武新宿線
至 所沢

梅岩寺

東村山市立
第二中学校

久米川熊野神社

都道16号線
立川所沢線

案内図

 東村山市久米川町の古

刹、梅岩寺に所在する

カヤである。

 幹はまっすぐ上方に伸

び、円錐形に枝が張っ

ている。育成状況は良

好。

 カヤは雌雄異株で、本

樹は果実をつけることか

ら雌株である。

全景 根周り 葉、果実

いしゅ

めかぶ



14

梅岩寺山門付近
左が都指定「梅岩寺のケヤキ」右がカヤ

指定理由

 本件は、東京都内でも有数の大

きさのカヤである。

 都指定天然記念物の「梅岩寺の

ケヤキ」とともに江戸時代後期

の地誌に記載されており、梅岩

寺の境内を特徴づける景観とし

て古くから親しまれてきた。

 東京都の自然を記念する巨樹と

して重要である。
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東京都文化財保護審議会 

 

        審議事項：「文化財の保存及び活用に関する重要事項」 

 

        任  期： 令和２年１２月１日～令和４年１１月３０日 
 

氏名 所属 部会分野 

☆伊
い

 藤
とう

 裕
ひろ

 久
ひさ

 東京理科大学工学部建築学科教授 

第
一
部
会 

建造物 

◎後
ご

 藤
とう

  治
おさむ

 学校法人工学院大学 理事長 建造物 

小
お

 沢
ざわ

 朝
あさ

 江
え

 東海大学工学部教授 建造物 

朝
あさ

 賀
か

  浩
ひろし

 宮内庁長官官房参事官 絵画 

岡
おか

 田
だ

  健
けん

 奈良大学文学部教授 文化財防災 

岩
いわ

 佐
さ

 光
みつ

 晴
はる

 成城大学文芸学部教授 彫刻 

青
あお

 木
き

  睦
むつみ

 
国文学研究資料館研究部資料館准
教授 

古文書 

○保
ほう

 谷
や

  徹
とおる

 東京大学史料編纂所教授 歴史資料 

石
いし

 井
い

 美
み

 恵
え

 
佐賀大学芸術地域デザイン学部准
教授 

第
二
部
会 

工芸技術 

黒
くろ

 川
かわ

 廣
ひろ

 子
こ

 東京藝術大学大学美術館長・教授 工芸技術 

☆菊
きく

 池
ち

 健
けん

 策
さく

 

独立行政法人国立文化財機構東京
文化財研究所無形文化遺産部客員
研究員 

民俗 

山
やま

 崎
ざき

 祐
ゆう

 子
こ

 一般財団法人 宮本記念財団理事 民俗 

宮
みや

 田
た

 繁
しげ

 幸
ゆき

 
東京福祉大学・大学院留学生教育セ
ンター特任教授 

民俗芸能 

☆山
やま

 口
くち

 英
ひで

 男
お

 東京大学史料編纂所教授 

第
三
部
会 

史跡 

岩
いわ

 淵
ぶち

 令
れい

 治
じ

 学習院女子大学教授 史跡 

鈴
すず

 木
き

  淳
じゅん

 
東京大学大学院人文社会系研究科
教授 

史跡 

服
はっ

 部
とり

  勉
つとむ

 
東京農業大学地域環境科学部学部
長補佐 造園科学科教授 

名勝 

蒔
まき

 田
た

 明
あき

 史
ふみ

 
秋田県立大学生物資源科学部 教
授・学部長 

天然記念物 

浜
はま

 田
だ

 晋
しん

 介
すけ

 日本大学文理学部教授 埋蔵文化財 

御堂島
みどうしま

  正
ただし

 大正大学文学部特任教授 埋蔵文化財 

 ◎会長 〇副会長 ☆部会長 
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の
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に
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定
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（

提

案

理

由

）

 

 

東

京

都

文

化

財

保

護

審

議

会

の

答

申

を

受

け

て

、
令

和

三

年

度

東

京

都

指

定

文

化

財

の

指

定

を

行

う

。 

 


